
関係代名詞 
 
大きく分類すると形容詞（名詞を詳しく説明するもの）の一種。文(主語・動詞のあるもの)を用

いて、名詞を詳しく説明する(形容詞節)。主語が関係代名詞と変わるものと目的語が関係代名詞

と変わるものがある。 
形・・・ 

 
 
 
○主格 ・・・説明したい人/物そのものの能力・状態・行動などを表す文を使う。 

 
主語が関係代名詞となり先行詞につくため、関係代名詞の後は動詞がくる。 
※関係代名詞を省略することはできない。 

 
  The man is Shohei.        The man loves baseball. 
   

The man (who) loves baseball is Shohei.   野球が好きな男性はショウヘイです。 
          ※who直後の動詞に三単現のsが必要かどうかは、時制と先行詞を見る。 

 
   
○目的格・・・説明したい人/物とは違う人/物が主語である文を使う。 

 
目的語が関係代名詞となり先行詞につくため、関係代名詞の後は他の主語がくる。 
※関係代名詞を省略することができる。 

 
    The man is Shohei.          People in America love the man. 
 

The man (who) people in America love is Shohei アメリカの人々が好きな男性はショウヘイです。 

         ※whoの中にある動詞に三単現のsが必要かどうかは、直前の主語を見る。 

 
 
I know the boy who (play) the piano very well on Sundays.                                          
 
The dogs which my aunt (have) are loved by many people.                                     

 主格 目的格 

先行詞が人 who who  /  whom 

人以外 which which 

I    like    tennis 
(主語) (動詞) (目的語) 

【名詞】      【名詞】 

 

※that は全てに 
置き換えられる。 


